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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成22年3月11日(2010.3.11)

【公表番号】特表2009-524568(P2009-524568A)
【公表日】平成21年7月2日(2009.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2009-026
【出願番号】特願2008-551606(P2008-551606)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｇ  31/00     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  25/45     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/485    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/505    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/48     (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/66     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/62     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/131    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/13     (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/1391   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/139    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0565   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   2/16     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/587    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｇ  31/00    　　　　
   Ｃ０１Ｂ  25/45    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   4/36    　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｍ   4/48    １０２　
   Ｈ０１Ｍ   4/50    １０２　
   Ｈ０１Ｍ   4/48    １０１　
   Ｈ０１Ｍ   4/36    　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｍ   4/66    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ   4/62    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   4/02    １０２　
   Ｈ０１Ｍ   4/02    １０１　
   Ｈ０１Ｍ   4/02    １０９　
   Ｈ０１Ｍ   4/02    １０８　
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １１０　
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １０２　
   Ｈ０１Ｍ   2/16    　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   4/58    １０３　
   Ｈ０１Ｍ   4/40    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   4/36    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月21日(2010.1.21)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コアと、前記コアの表面の少なくとも一部を覆うコーティングと、を含む粒子で作られ
た材料であって、
　－前記コアが、ｐＨが６．５未満である酸性金属酸化物の少なくとも９０％まで構成し
、
　－コアのコーティングが、電気化学的安定性が３．７ボルト以上である、ポリマーを主
成分とし、
　－コーティングの平均厚が優先的には５００ナノメートルから２マイクロメートルの間
であり、被覆されたコアの平均サイズｄ５０が５００ナノメートルから４０マイクロメー
トルの間であり、
　－サイクルごとに電解質に向かって移動する金属酸化物の一定時間での溶解度（ｄｓ）
、が１００００あたり５未満である、ことを特徴とする、前記材料。
【請求項２】
　金属酸化物が、ＬｉＭｎ２Ｏ４と、Ｖ２Ｏ５と、ＬｉＭｎ（２－ｘ）ＶｘＯ４（ｘは０
以上１以下の範囲である）と、Ｖ６Ｏ１３と、ＬｉＶ３Ｏ８と、からなる群から選択され
る、請求項１に記載の材料。
【請求項３】
　粒子のコアが、エチレンブラックと、天然グラファイトと、人工グラファイトと、シャ
ウィニガン炭素と、ケッチェン炭素と、これらのうちの少なくとも２種の混合物と、から
なる群から選択される炭素を１％から１２％含む、請求項１に記載の材料。
【請求項４】
　コアコーティングが、
　－ＬｉＦＳＩと、ＬｉＴＦＳＩと、ＬｉＢＥＴＩと、ＬｉＤＣＴＡと、ＬｉＢＦ４と、
ＬｉＰＦ６とのタイプの塩からなる群から選択される少なくとも１種の塩で塩形成された
１種または複数種の塩形成ポリマーと、
　－ＳｉＯ２と、ＺｒＯ２と、Ａｌ２Ｏ３と、これらのうちの少なくとも２種の混合物と
、からなる群から選択される最大１０％のフィラーと、
を主成分とする、請求項１に記載の材料。
【請求項５】
　コーティングを構成しているポリマーが電気的伝導性であり、ポリアニリンからなる群
から選択される、請求項１に記載の材料。
【請求項６】
　コーティングを構成しているポリマーが電気的非伝導性であり、多分岐鎖タイプの非導
電性ポリマーからなる群から選択される、請求項１に記載の材料。
【請求項７】
　電気的非伝導性のポリマーが、３鎖分岐タイプまたは４鎖分岐タイプである、請求項６
に記載の材料。
【請求項８】
　金属酸化物が、ＬｉＶ３Ｏ８とＶ２Ｏ５との（５０：５０）混合物である、請求項１に
記載の材料。
【請求項９】
　粒子が、大きさが５ミクロンのＬｉＶ３Ｏ８またはＶ２Ｏ５金属酸化物コアを含み、そ
の表面の８０％を超える部分が、平均厚１０ナノメートルから５マイクロメートルの間の
４鎖分岐型ポリマーコーティングで覆われ、かつ、粒子のｄｓが１０，０００あたり５未
満であることを特徴とする、請求項１に記載の材料。
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【請求項１０】
　ポリマーが、アクリレート、アルコキシ、またはビニルハイブリッド末端基を含む、請
求項６に記載の材料。
【請求項１１】
　混合物の各構成要素について重量比率１０％から９０％でポリマーと金属酸化物との混
合物を調製することによって、請求項１に記載の材料を調製するための方法であって、前
記混合が、
　溶媒を一切添加しない乾燥経路；または
　アセトン、アセトニトリル、トルエン、ＭＥＫ、ＮＭＰまたはこれらのうちの少なくと
も２種の混合物からなる群から選択される少なくとも１種の溶媒を添加すること（使用す
る溶媒が、溶媒と混合物との総体積に対して、体積で１０％から８０％をなす）
により行われる、前記方法。
【請求項１２】
　金属材料または導電性プラスチック材料で作られた電極支持体を含む電極であって、前
記電極支持体が、請求項１に記載の材料で少なくとも部分的にコーティングされている、
前記電極。
【請求項１３】
　材料が、コーティング中に存在するポリマーとは異なるポリマーを含有し、かつ、電極
の粒子間の結合を保証する、請求項１２に記載の電極。
【請求項１４】
　少なくとも１種のリチウム塩と、比表面積が１ｍ２／ｇ以上の少なくとも１種の炭素と
、を含有する少なくとも１種のポリマーを含む、請求項１２に記載の電極。
【請求項１５】
　ポリマーの組成が、（ポリマー＋塩＋酸化物＋炭素）混合物の総重量に対して１重量％
から７０重量％をなし、
　炭素の組成が、（ポリマー＋塩＋酸化物＋炭素）混合物の総重量に対して１重量％から
１０重量％をなし、
　（ポリマー－酸化物－塩－炭素）混合物中に存在し、ポリマーに対して示される塩の濃
度が、０．１Ｍから３Ｍの間である、請求項１４に記載の電極。
【請求項１６】
　請求項１に記載の材料を含む少なくとも１種の構成要素を含む電気化学的発電装置。
【請求項１７】
　酸化物粒子の溶解性を下げるため、かつ、酸化物粒子のｐＨを高めるために金属酸化物
粒子を改質するための方法であって、溶媒に溶解されたＰＥＯ、ポリアクリロニトリル、
ＰＭＭＡおよび／またはＰＶＣを主成分とするポリマーを酸化物粒子にコーティングした
後、組成物を乾燥させることによって、酸化物のｐＨを高め、これを、不活性雰囲気下、
８～１２時間かけて約６００～７００℃の温度で炭素化することによる、前記方法。
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